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人
事
異
動
に
よ
り
海
南
高
等
学

校
海
南
校
舎
か
ら
耐
久
高
等
学
校

教
頭
に
着
任
し
ま
し
た
。
４
月
来
、

生
徒
と
の
出
会
い
、
教
職
員
と
の

協
働
、
そ
し
て
校
舎
・
校
庭
が
醸

し
出
す
雰
囲
気
等
か
ら
、
耐
久
高

校
が
持
つ
魅
力
と
、
そ
れ
を
支
え

る
歴
史
と
伝
統
を
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

本
校
は
、
生
徒
一
人
一
人
を
大

切
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
物
事
の

本
質
を
見
極
め
、
確
か
な
行
動
が

で
き
る
、
高
い
品
格
と
活
力
を
兼

ね
備
え
た
耐
久
生
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
標
に
教
育
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
か
ら
取

組
み
が
始
ま
っ
た
学
校
再
生
計
画

も
、
令
和
の
時
代
と
な
っ
た
今
、

第
２
ス
テ
ー
ジ
を
む
か
え
て
い
ま

す
。
学
習
活
動
に
主
体
的
に
取
組

む
と
と
も
に
、
学
校
行
事
や
ク
ラ

ブ
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
充
実
し
た
高

校
生
活
が
実
現
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。

　

学
校
に
は
、
勿
論
、
フ
ォ
ー
マ

ル
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
教
育
内
容
）

も
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
耐
久

高
校
に
は
、
そ
れ
に
加
え
て
「
隠

れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
が
し
っ
か

り
と
備
わ
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
耐
久
社
に
始
ま
る
歴
史
と

伝
統
、
そ
し
て
多
く
の
同
窓
生
の

方
々
や
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ

た
本
校
が
持
つ
こ
の
教
育
力
を
効

果
的
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
校
の
教

育
活
動
に
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま

す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

こ
の
４
月
の
人
事
異
動
で
、
県

教
育
委
員
会
健
康
体
育
課
か
ら
耐

久
高
等
学
校
定
時
制
教
頭
に
着
任

し
ま
し
た
。
偶
然
で
は
あ
り
ま
す

が
、
平
成
26
年
度
及
び
平
成
30
年

度
に
、
本
校
定
時
制
の
卒
業
式
に

出
席
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
定
時
制
課
程
を
終
え
、

社
会
で
活
躍
す
る
と
い
う
希
望
と

覚
悟
を
持
っ
て
卒
業
式
に
臨
む
一

人
一
人
の
表
情
に
感
動
し
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
定
時
制
課
程
の

生
徒
数
は
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま

で
合
わ
せ
て
15
名
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
１
学
期
は
新
入
生
歓
迎

会
を
は
じ
め
と
し
て
、
進
路
講
演

会
、
人
権
学
習
、
地
域
学
習
等
の

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
２
学
期
は

さ
ら
に
新
し
い
取
組
を
企
画
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
な

取
組
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、

仲
間
作
り
、
幅
広
い
知
識
の
習
得
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育

成
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

  

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会

の
皆
様
方
に
は
、
本
校
定
時
制
教

育
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と

も
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

６
月
９
日
（
日
）  

Ｔ
Ｖ
生
放
送

　

ほ
ん
の
軽
い
気
持
ち
で
応
募
し
た
一
枚
の
ハ
ガ
キ
が
、
ま
さ
か
こ
ん
な
こ

と
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
は
「
大
変
な
こ
と
を
や
ら

か
し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
の
が
正
直
な

気
持
ち
で
す
。
耐
久
高
校
の
制
服
を
着
て

テ
レ
ビ
出
演
さ
せ
て
も
ら
え
た
こ
と
は

本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
す
ば
ら

し
い
経
験
と
一
生
の
思
い
出
を
い
た
だ

け
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

３
―
３　

森
本　

鈴

　

７
月
２
日
（
火
）
13
時
30
分
〜　

全
国
大
会
出
場
ク
ラ
ブ
の
代
表
者
に
、
大

西
同
窓
会
長
と
笹
井
校
長
よ
り
、
激
励
金
と
と
も
に
健
闘
を
祈
念
す
る
エ
ー
ル

が
贈
ら
れ
た
。
各
代
表
者
は
大
会
に
臨
む
そ
れ
ぞ
れ
の
決
意
を
力
強
く
述
べ
た
。

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

・
全
国
高
校
総
体　

男
子
団
体
・
女
子
団
体

・
全
国
高
校
総
体　

男
子
・
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス　

　

男
８
名

（
熊
本
県
）

・
全
国
高
校
総
体　

女
子
・
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス　

　

女
８
名

○
囲
碁
将
棋

・
全
国
高
校
囲
碁
選
手
権
大
会　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
名
（
東
京
都
）

・
全
国
高
校
総
合
文
化
祭　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
名
（
佐
賀
県
）

○
マ
ン
ド
リ
ン

・
全
国
高
等
学
校
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン

　
　

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル　

14
名
（
大
阪
府
）

・
全
国
高
校
総
合
文
化
祭　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

14
名
（
佐
賀
県
）

・
川
久
保
尚
志　

全
日
制
教
頭

　
　

↓ 

伊
都
中
央
高
校
校
長

・
假
谷
園
耕
治　

定
時
制
教
頭

　
　

↓ 

日
高
高
校
中
津
分
校
教
頭

・
井
原　

茂 

教
諭
（
理
科 

高
32
期
）

　
　

↓ 

き
の
く
に
青
雲
高
校
教
諭

・
元
田　

雅
二　

事
務
主
査

　
　

↓ 

箕
島
高
校
事
務
主
査

― 

職
員
人
事
異
動 

―

全
日
制
教
頭  

亀 

井　

真 

竜

定
時
制
教
頭   

山 

本　

有 

作

新
着
任
あ
い
さ
つ

新
着
任
あ
い
さ
つ

令
和
元
年
度　

全
国
大
会
出
場
ク
ラ
ブ
激
励
金 

贈
呈

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢 

森
本 

鈴
さ
ん 

見
事
優
勝
!!
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20
セ
ン
チ
の
身
長
で
こ
こ

広
村
堤
防
緑
地
に
友
達
と

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

同
窓
会
の
み
な
さ
ん
が
初

夏
の
暑
い
中
、
下
草
刈
り
、

肥
料
・
水
や
り
な
ど
面
倒
を

み
て
く
れ
ま
し
た
。
お
陰
で

多
少
の
差
は
あ
り
ま
す
が

１
５
０
セ
ン
チ
ほ
ど
ま
で
に

育
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
台
風
21
号
の
暴
風

雨
で
堤
防
の
大
き
な
松
の
木

が
何
本
も
倒
れ
大
変
な
あ
り

さ
ま
で
し
た
。
幸
い
背
が
低

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
倒
木
に

接
触
す
る
こ
と
な
く
み
ん
な

無
事
で
し
た
。

　
　

さ
て
、
樹
木
に
詳
し
い

人
に
よ
る
と
５
年
た
て
ば

も
う
一
人
立
ち
で
き
る
と

の
こ
と
。

　

長
年
お
世
話
頂
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
梧
陵

の
地
で
仲
間
、
そ
し
て
先

輩
の
な
ぎ
の
木
の
み
な
さ

ん
と
精
い
っ
ぱ
い
生
き
て

い
き
ま
す
。

（「
な
ぎ
の
木
」
の
つ
ぶ
や
き
）

　

会
員
の
親
睦
行
事
と
し
て
長

年
に
わ
た
り
計
画
し
て
き
た
大

会
が
や
っ
と
実
現
し
ま
し
た
。

　

有
田
地
方
に
は
ボ
ー
リ
ン
グ

場
が
な
く
な
り
御
坊
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
諸
行
事
等
が
重
な
り

参
加
者
が
10
人
と
な
り
ま
し

た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
人
は
数
十
年
ぶ

り
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
意
外

に
も
2
ゲ
ー
ム
で
３
５
０
近
い

ス
コ
ア
も
出
ま
し
た
。

　

過
去
の
娯
楽
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
で
す
が
久
し
ぶ
り
に
み
ん
な

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
優
勝
は
栩
野
裕
明

さ
ん
、
ブ
ー
ビ
ー
賞
は
…
…
で

し
た
。有

田
耐
久
会
会
長　

　
　
　

和
泉　

保
廣
（
高
22
期
）

　

平
成
31
年
３
月
13
日
（
水
）
29

名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
有
田
東

急
Ｇ
Ｃ
に
て
標
記
コ
ン
ペ
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　

優
勝
は
萬
ヶ
谷
哲
氏
（
44
年
卒

業
）、
ベ
ス
グ
ロ
は
田
尻
満
男
氏

（
37
年
卒
業
）
で
ス
コ
ア
は
84
で

し
た
。

　

有
田
耐
久
会
設
立
に
伴
い
、
活

動
の
一
環
と
し
て
年
2
回
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

次
回（
9
月
19
日（
木
）開
催
予
定
）

か
ら
は
新
幹
事
と
し
て
大
西
和
彦

氏
（
52
年
卒
業
）
に
お
世
話
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

と
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ち
な
み
に
大
西
和
彦

氏
は
第
１
回
の
コ
ン
ペ
で
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
を
達
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

柏
原 

政
夫
美
（
高
19
期
）

同窓会活動報告

卒業証書授与式
本部・有田耐久会合同役員会（本校）　
関東耐久会総会（ホテルメトロポリタン池袋）
　……校長・会長・有田耐久会会長

なぎの木の手入れ作業 …有田耐久会・本部役員
同窓会役員・学校歓迎会
有田耐久会ボーリング大会 
会報編集委員会（本校）　
県同窓会連絡協議会総会（きびドーム・鮎茶屋）
全国大会出場クラブ激励金贈呈（本校）　
本部・有田耐久会合同役員会（本校）　
会報編集委員会（本校）

卒業証書授与式
本部・有田耐久会合同役員会（本校）　
関東耐久会総会（ホテルメトロポリタン池袋）
　……校長・会長・有田耐久会会長

なぎの木の手入れ作業 …有田耐久会・本部役員
同窓会役員・学校歓迎会
有田耐久会ボーリング大会 
会報編集委員会（本校）　
県同窓会連絡協議会総会（きびドーム・鮎茶屋）
全国大会出場クラブ激励金贈呈（本校）　
本部・有田耐久会合同役員会（本校）　
会報編集委員会（本校）

2019（H31･R元）年
1
15
26

9
21
23
25
29
 2
17
8

3．
　5．

 
  6．
 

　7.

  8.

同窓会本部及び有田耐久会
総会のご案内

　と　き　令和元年 9 月 22 日（日）
　ところ　湯浅町地域福祉センター
　　　　　（湯浅町道町北）
　受　付　10：30
●第一部　11：00 ～　ミニコンサート
　　　　　　ファミリーコーラス「ほほえみ」
●第二部　11：40 ～　
　　　　　　事業報告・役員改選・他
●懇親会　12：30 ～ 15：00  会 費 2,000 円

チ
コ
ち
ゃ
ん
と
同
じ
5
歳
に
な
り
ま
し
た

有
田
耐
久
会

第
1
回
有
田
耐
久
会
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

第
21
回
有
田
耐
久
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

支
部
連
絡
先

 和歌山耐久会 

会　長　西　　 博　義
〒640-8321  和歌山市岩橋 1690-47

Tel  073-475-2677

 関 西 耐 久 会 
会　長　地　引　民　子
幹事長　宮　崎　裕　子

〒563-0017  大阪府池田市伏尾台 3-8-1
Tel  072-753-1219

 関 東 耐 久 会 
会　長　林　　　紀　男

〒 160-0022  東京都新宿区新宿 1-3-12-1002
株式会社 オフィス ココ　桜バンケット

Tel  03-3359-9520

 有 田 耐 久 会 
会　長　和　泉　保　廣

〒643-0004  有田郡湯浅町湯浅 1985
耐久高等学校・同窓会事務局

Tel  0737-62-4148

同窓会のホームページURL　http://taikyukai .net/



耐久高等学校同窓会報　　　　第44号 （ 4 ）

　

津
波
防
災
の
町　

広
川
町

　

わ
が
国
は
毎
年
の
よ
う
に
自
然
災
害
が
多

い
た
め｢

災
害
大
国
日
本
」
と
も
云
わ
れ
て

い
る
。
中
で
も
同
一
地
帯
で
の
地
震
・
津
波

の
来
襲
は
、
五
〇
年
か
ら
百
年
に
近
い
周
期

の
た
め
、
そ
の
再
来
は
子
や
孫
の
代
と
な
り

「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
と
よ

く
云
わ
れ
る
。
そ
の
為
、
一
般
住
民
に
と
っ

て
は
地
震
・
津
波
は
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら

な
い
だ
け
に
、過
去
の
災
害
の
歴
史
に
学
び
、

各
自
防
災
意
識
を
高
め
、
そ
の
継
承
活
動
等

を
通
し
て
そ
の
対
策
を
十
分
身
に
つ
け
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
昨
今
で
も
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
地
震･

津
波
と
云
え
ば
「
広
川

町
」。「
広
川
町
」
と
云
え
ば
「
濱
口
梧
陵
」

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
地
震
・
津
波
と
た
た
か
っ

た
翁
の
功
績
は
今
や
全
国
否
世
界
に
も
知
れ

渡
っ
て
い
る
。

　

時
は
、
安
政
元
年
十
一
月
四
日
（
旧
暦
）、

安
政
東
海
地
震
（
Ｍ
８
．
４
）
が
発
生
、
そ

の
32
時
間
後
の
五
日
（
旧
暦
）
の
夕
刻
、
安

政
南
海
地
震
（
Ｍ
８
．
４
）
津
波
が
発
生
。

丁
度
銚
子
か
ら
ふ
る
さ
と
広
村
に
帰
っ
て
い

た
梧
陵
は
こ
の
地
震
・
津
波
に
ど
う
対
処
し

た
か
は
読
者
の
皆
さ
ん
も
十
分
ご
存
じ
だ
と

思
わ
れ
る
の
で
割
愛
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
濱
口
梧
陵
に
つ

い
て
の
私
の
語
り
部
や
講
演
活
動
等
に
お
い

て
、「
濱
口
梧
陵
翁
と
言
え
ば
何
を
最
初
に

連
想
し
ま
す
か
？
」
と
問
い
か
け
る
と
、
昭

和
一
桁
代
（
現
在
90
歳
前
後
）
の
人
達
の
殆

ど
は
昔
学
校
で
学
ん
だ
「
稲
む
ら
の
火
」
と

い
う
言
葉
が
返
っ
て
く
る
。
他
の
教
材
は
忘

れ
た
が
「
稲
む
ら
の
火
」
だ
け
は
覚
え
て
い

る
と
口
々
に
説
明
し
て
く
れ
る
。
こ
う
し
た

風
潮
に
立
ち
、
平
成
九
年
一
月
、
広
川
町
が

役
場
前
の
正
面
を
「
稲
む
ら
の
火
広
場
」
と

し
た
こ
と
、
そ
の
広
場
に
松
明
を
か
ざ
し
て

津
波
避
難
を
呼
び
か
け
る
梧
陵
の
銅
像
が
建

立
さ
れ
て
い
る
の
を
ご
存
知
だ
ろ
う
う
か
。

こ
の
銅
像
は
言
わ
ば
津
波
防
災
の
原
点
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

　
「
稲
む
ら
の
火
」
誕
生
ま
で
の
歩
み

　
「
稲
む
ら
の
火｣

誕
生
ま
で
少
な
く
と
も

三
人
の
先
覚
者
が
い
る
。
地
震
学
者
今
村
明

恒
地
震
学
博
士
、
外
国
か
ら
来
日
し
て
き
た

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン（
後
の
小
泉
八
雲
）、

そ
し
て
中
井
常
蔵
先
生
で
あ
る
。

　

今
村
明
恒
は
一
八
七
〇
年
（
明
治
三
年
）

鹿
児
島
市
に
生
ま
れ
、
小
さ
い
時
か
ら
物
理

学
が
好
き
で
高
校
を
出
て
東
京
帝
国
大
学
の

理
科
大
学
に
進
学
。
同
大
学
を
卒
業
後
、
明

治
二
八
年
帝
国
大
学
か
ら
理
科
大
学
副
手
を

務
め
、
地
震
に
つ
い
て
の
数
々
の
理
論
を
発

表
し
た
。

　

東
京
大
震
災
発
生
の
予
告

　

今
村
博
士
は
こ
れ
ま
で
の
江
戸
で
の
地
震

発
生
の
統
計
を
も
と
に
、
一
九
〇
六
（
明
治

三
九
）
年
、「
近
い
将
来
、
東
京
大
震
災
が

発
生
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
予
知
し
た
。
上

司
の
大
森
教
綬
か
ら
浮
説
と
批
判
さ
れ
た

が
、
そ
れ
か
ら
十
七
年
後
の
一
九
二
三
（
大

正
一
二
）
年
九
月
一
日
「
関
東
大
震
災
」
が

発
生
。
死
者
・
行
方
不
明
者
約
一
四
万
二
千

人
、
家
屋
焼
失
四
四
万
七
千
戸
の
大
災
害
と

な
っ
た
。

　

小
学
生
に
も
地
震･

津
波
の
知
識
を
！

　

今
村
博
士
は
耐
震
建
築
の
普
及
や
火
災
対

策
な
ど
と
と
も
に
、
国
民
に
対
す
る
地
震
知

識
の
普
及
と
向
上
が
不
可
欠
で
あ
る
、
と
そ

れ
ま
で
機
会
あ
る
ご
と
に
強
調
し
て
き
た
。

そ
の
為
に
は
、
ま
ず
小
学
生
の
頃
か
ら
一
応

の
心
得
を
教
育
す
る
た
め
教
科
書
に
分
か
り

や
す
い
地
震
知
識
を
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ

る
と
主
張
し
、
そ
の
具
体
化
と
し
て
震
災
予

防
評
議
会
の
名
で
、一
九
二
八（
昭
和
三
）年
、

総
理
大
臣
を
は
じ
め
文
部
、
内
務
ら
の
各
大

臣
に
対
し
て
建
議
書
を
提
出
、
特
に
「
小
学

校
の
課
程
に
地
震
に
関
す
る
一
文
章
を
加
え

る
議
」
を
強
調
し
て
い
た
。
し
か
し
、
博
士

の
提
案
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
地
震

と
い
う
事
項
は
尋
常
科
と
い
う
課
程
で
は
難

解
で
あ
る
し
、
そ
れ
に
他
の
指
導
事
項
が
多

く
て
割
り
込
ま
せ
る
余
地
も
な
い
と
い
う
の

が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
。

　

一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
の
六
月
十
九

日
、
博
士
は
、
文
部
大
臣
や
政
党
の
総
裁
を

始
め
政
界
・
実
業
界
の
指
導
者
七
十
余
名
が

集
ま
る
日
本
ク
ラ
ブ
に
招
か
れ
て
行
っ
た

「
地
震
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
」
と
題
す
る
講
演
の
中
で
、

好
機
と
ば
か
り
に
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、

次
の
よ
う
に
語
っ
た
。「
文
部
省
は
地
震
に

関
す
る
教
材
は
小
学
生
に
は
無
理
で
あ
り
且

つ
地
震
の
こ
と
を
入
れ
る
ス
ペ
ー
ス
も
な
い

と
言
う
が
、
尋
常
科
の
教
科
書
を
見
て
み
る

松明をかざす梧陵像（役場前広場）

清　

水　
　
　

勲　

地
震
・
津
波
防
災
の
継
承
と
創
造

〜
濱
口
梧
陵
翁
の
偉
業
の
継
承
〜

濱
口
梧
陵
生
誕
二
〇
〇
年 

記
念
特
集 

＝ 

そ
の
三 

＝

最近まぎらわしい呼びかけの電話や郵便が多くなった様です。十分ご注意下さい。
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と
、『
南
洋
に
は
ド
リ
ア
ン
と
い
う
果
物
が

出
来
る
。
美
味
し
い
け
れ
ど
、と
て
も
臭
い
』

と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
記
事
を
入
れ

る
余
地
が
あ
る
の
に
、
地
震
国
・
震
災
国
の

小
学
校
に
地
震
の
事
を
教
え
る
余
地
が
な
い

と
は
何
と
不
可
解
な
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
ら

な
い
」。
満
場
の
拍
手
喝
采
。
そ
れ
は
文
部

大
臣
に
対
し
て
実
現
を
迫
る
拍
手
で
も
あ
っ

た
。
そ
の
夜
の
ラ
ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス
や
翌
日
の

新
聞
（
東
京
朝
日
）
に
は
「
地
震
の
国
の
忘

れ
も
の
」
と
報
道
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
文
部

省
も
大
臣
の
お
声
が
か
か
っ
た
の
で
、
早
速

地
震
に
関
す
る
一
文
を
加
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
「
稲
む
ら
の
火
」
の
作
者　

中
井
常
蔵

　

昭
和
十
年
、
文
部
省
か
ら
全
国
の
小
学
校

教
員
を
対
象
に
新
し
く
修
身
と
国
語
の
教
材

を
公
募
す
る
と
の
発
表
が
あ
り
、
中
井
常
蔵

訓
導
の
心
を
引
き
つ
け
た
。

　

中
井
常
蔵
先
生
は
明
治
四
十
年
十
二
月

十
二
日
生
ま
れ
、
広
川
町
の
隣
町
湯
浅
町
山

田
三
ツ
橋
兼
松
の
三
男
に
生
ま
れ
、
県
立
耐

久
中
学
校
を
ト
ッ
プ
の
成
績
で
卒
業
。
そ

の
後
和
歌
山
師
範
学
校
本
科
を
卒
業
。
大

正
十
五
年
湯
浅
小
学
校
で
指
導
し
た
後
和

歌
山
師
範
学
校
の
専
攻
科
（
英
語
）
に
進

学
、
そ
の
時
の
教
材
と
し
て
小
泉
八
雲
の

『A Living God

（
生
け
る
神
）』
を
学
ん
だ
。

　

申
す
ま
で
も
な
く
こ
の
作
品
は
、
安
政
の

南
海
地
震
・
津
波
で
活
躍
し
た
濱
口
梧
陵
の

模
様
を
、
外
国
か
ら
来
日
し
て
き
た
ラ
フ
カ

デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
が
著
述
し
た
一
篇
の
英
文

で
あ
る
。（
こ
の
英
文
は
一
八
九
七
年
の
著

作
『
仏
土
の
落
穂
』
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い

る
）

　

母
校
耐
久
中
学
校
創
設
の
濱
口
梧
陵
が
安

政
の
地
震
・
津
波
で
活
躍
し
た
内
容
だ
け
に
、

そ
の
関
心
は
誰
よ
り
も
強
く
、
そ
の
感
動
を

子
供
の
心
に
焼
き
付
け
た
い
と
思
い
、
文
部

省
の
国
語
の
教
材
募
集
に『
燃
え
る
稲
む
ら
』

と
し
て
応
募
、見
事
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

文
部
省
は
、『
燃
え
る
稲
む
ら
』
を
『
稲

む
ら
の
火
』
と
し
、
五
年
生
用
の
小
学
国
語

教
材
読
本
（
巻
十
）
と
し
て
昭
和
十
二
年
度

か
ら
十
年
間
使
用
し
た
。
し
か
し
、
昭
和

二
十
年
八
月
の
太
平
洋
戦
争
で
の
敗
戦
を
機

に
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
制
度
も
教
科
書
の
編

集
制
度
も
一
新
さ
れ
、教
材
「
稲
む
ら
の
火
」

も
昭
和
二
二
年
度
に
学
校
現
場
か
ら
姿
を
消

し
た
。

　

昭
和
二
二
年
か
ら
い
つ
し
か
三
十
余
年

が
過
ぎ
、
昭
和
五
八
年
一
九
八
三
年
五
月

二
十
六
日
、
日
本
海
中
部
地
震
（
秋
田
沖
地

震
・
津
波
）
が
発
生
（
Ｍ
７
．
７
）。
死
者

一
〇
四
人
。
中
で
も
、
男
鹿
半
島
西
海
岸
へ

遠
足
で
来
て
い
た
合
川
南
小
学
校
生
十
三
人

が
津
波
に
さ
ら
わ
れ
て
命
を
失
っ
た
の
は
痛

ま
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
新
聞

の
記
事
に
載
る
と
、
全
国
か
ら
「
な
ぜ
、『
稲

む
ら
の
火
』を
教
え
て
い
な
か
っ
た
の
か
？
」

と
、
そ
の
活
用
を
望
む
声
が
高
ま
っ
た
。

　
『
稲
む
ら
の
火
』
が
津
波
防
災
に
お
け
る

不
朽
の
教
材
で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
、
作

者
の
中
井
常
蔵
氏
が
、
昭
和
六
二
年
の
「
防

災
の
日
」
に
防
災
功
労
者
と
し
て
国
土
庁
か

ら
表
彰
さ
れ
た
。

　

ふ
る
里
教
育
の
実
践

　

限
ら
れ
た
紙
幅
の
中
で
梧
陵
翁
の
遺
徳
や

偉
業
は
書
き
尽
く
せ
な
い
。
私
は
退
職
の
時

期
が
迫
っ
た
昭
和
六
〇
年
代
、
耐
久
中
学
校

に
校
長
と
し
て
五
年
間
在
職
。
梧
陵
翁
の
遺

徳
・
偉
業
を
生
徒
達
に
継
承
し
よ
う
と
、
当

時
と
し
て
は
珍
し
い
「
ふ
る
里
教
育｣

を
実

践
。そ
の
指
導
の
力
点
は
頭（
知
識
）と
心（
道

徳
）
と
体
（
体
験
活
動
）
の
三
領
域
で
の
活

動
で
あ
っ
た
。
特
に
史
蹟
広
村
堤
防
や
地
域

道
路
の
清
掃
活
動
等
に
汗
を
流
し
て
郷
土
へ

の
愛
着
を
高
め
た
。

　
「
稲
む
ら
の
火
ま
つ
り
」
の
開
催

　

定
年
退
職
後
は
広
川
町
中
央
公
民
館
長
を

命
ぜ
ら
れ
、
地
域
文
化
の
充
実
と
向
上
を
目

指
す
活
動
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ

の
活
動
の
中
で
、
平
成
十
五
年
か
ら
、「
稲

む
ら
の
火
ま
つ
り
」
を
十
月
第
三
土
曜
日
の

夕
刻
よ
り
濱
口
梧
陵
翁
の
遺
徳
の
継
承
と
津

波
防
災
の
一
環
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
と
な

り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
地
元
の
小
・
中

学
校
を
始
め
防
災
関
係
団
体
や
町
民
各
種

団
体
の
協
力
を
得
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
約

三
〇
〇
本
余
の
松
明
行
列
は
、
見
る
か
ら
に

圧
巻
で
広
川
町
民
の
誇
り
と
も
な
っ
て
い

る
。

　

と
り
わ
け
昨
年
は
「
世
界
津
波
の
日
」

二
〇
一
八
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
・
イ
ン
・
和
歌

山
に
48
カ
国
の
海
外
高
校
生
約
二
五
〇
人
、

引
率
者
四
八
人
、
合
計
三
〇
〇
人
も
火
ま
つ

り
行
列
に
参
加
し
た
。
稲
む
ら
の
火
ま
つ
り

の
参
加
者
は
、
合
わ
せ
て
千
人
近
い
規
模
の

行
列
と
な
り
、
災
害
に
備
え
る
決
意
を
新
た

に
し
た
の
で
あ
る
。

稲むらの火の館

稲むらの火まつり

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

昭
和
18
年
旧
制
耐
久
中
学
入
学

　

和
歌
山
大
学
学
芸
学
部
（
第
一
期
卒
業
）

　

有
田
地
方
中
学
校
教
員

　

有
田
地
方
教
育
事
務
所

　

平
成
２
年
広
川
町
立
耐
久
中
学
校
校
長

を
最
後
に
退
職

　

前
広
川
町
中
央
公
民
館
長

　

前
広
川
町
立
耐
久
大
学
学
長

◆ 地元、有田耐久会にご入会を！（お問い合わせは事務局 0737-62-4148）
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6
月
2
日
（
日
）
湯
浅
駅
に
10
時
40

分
集
合
。
総
勢
32
名
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。
耐
久
会
本
部
の
大
西
義
弘
会
長

（
16
期
）
を
は
じ
め
、本
部
役
員
の
方
々
。

有
田
耐
久
会
・
和
泉
保
廣
会
長
（
22
期
）、

大
阪
・
兵
庫
・
和
歌
山
各
地
か
ら
皆
さ

ん
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

西
博
義
名
誉
館
長
・
和
歌
山
耐
久
会

長
（
19
期
）
に
お
迎
え
に
来
て
い
た
だ

き
、
ま
ず
は
「
稲
む
ら
の
火
の
館
」
へ

出
発
！
こ
こ
は
濱
口
梧
陵
記
念
館
と
津

波
防
災
教
育
セ
ン
タ
ー
と
に
わ
か
れ
て

い
て
、
ま
ず
は
３
Ｄ
の
映
画
2
本
。
１

本
目
は
、
か
つ
て
の
教
科
書
や
ラ
フ
カ

デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
小
説
で
伝
え
ら
れ

な
か
っ
た
本
当
の
お
話
で
す
。
２
本
目

は
ド
ラ
マ
で
地
震
が
起
き
た
と
き
、
行

動
時
に
、
約
束
事
を
守
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
次
に
、
崎
山
光
一
館
長
（
20
期
）

か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
よ
り
詳
し
く

話
を
う
が
い
し
ま
し
た
。
館
長
の
熱
い

お
話
に
、
参
加
者
一
同
聞
き
入
り
ま
し

た
。「
住
民
百
世
の
安
堵
を
は
か
れ
」

住
民
の
永
遠
な
る
安
全
を
は
か
れ
。
こ

の
言
葉
は
何
度
聞
い
て
も
心
を
打
た
れ

ま
す
。
梧
陵
は
復
興
時
に
お
け
る
救
済

措
置
で
は
、
仮
小
屋
建
設
、
架
橋
等
の

地
域
活
性
化
を
も
た
ら
し
、
大
堤
防
築

堤
に
お
い
て
は
、
広
村
の
子
子
孫
孫
の

安
全
を
保
障
し
、
被
災
し
た
村
人
達
の

就
労
お
よ
び
租
税
免
除
も
兼
ね
る
防
災

復
興
事
業
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
心
打

た
れ
る
ば
か
り
で
す
。
こ
の
会
場
の
棚

に
は
災
害
時
の
備
蓄
品
が
積
ま
れ
て
お

り
、
説
明
を
う
け
ま
し
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
、
次

の
訪
問
先
は
１
８
５
２
年
創
立
「
耐
久

社
」
で
す
。
こ
こ
で
お
弁
当
を
食
べ
さ

せ
て
い
た
だ
け
る
事
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま

し
た
。
嬉
し
い
限
り
で
す
。
食
べ
な
が

ら
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
西
名
誉
館
長

か
ら
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
軒
の

あ
る
耐
久
社
前
で
記
念
撮
影
と
な
り
ま

し
た
。
次
の
訪
問
地
で
あ
る
「
広
の
八

幡
さ
ん
」。
こ
こ
に
勝
海
舟
が
梧
陵
を

讃
え
た
碑
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
ル
ー

ト
に
入
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
詳
し
く

説
明
を
頂
き
感
謝
で
す
。
最
後
に
日
本

遺
産
・
湯
浅
町
の
街
巡
り
は
私
の
中
学

時
代
の
同
級
生
、
福
井
さ
ん
に
案
内
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
面
白
可
笑
し

く
楽
し
く
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
が
、
か
な

り
勉
強
に
な
る
案
内
で
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
話
し
足
り
ま
せ
ん
が
、
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
楽
し
い
一
日

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
又
、
次
回

も
楽
し
い
企
画
を
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
一
つ
だ
け
心
残
り
が
、
東
濱

口
家
の
見
学
で
す
。
次
回
の
お
楽
し
み

に
と
っ
て
お
き
ま
す
。
皆
様
と
の
出
逢

い
、
こ
れ
も
梧
陵
翁
の
お
陰
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

幹
事
長　

宮
崎 

裕
子

関
西
耐
久
会
・
令
和
特
別
企
画

「
濱
口
梧
陵
を
訪
ね
て
」

関西耐久会総会のご案内
１　日　　時
　令和元年10月27日（日）11:00～15:00
　受　付　10：30開始
　総　会　11：00～11：30
　講演会　11：30～12：30
　　演題：「耐久高校での夢 ～画期的抗がん剤開発の実現」
　　講師：酒井 敏行 / 理数科第１期（昭和 47 年卒）
                                             京都府立医科大学創業センター長
                                             春の紫綬褒章受章（令和元年）
　懇親会　12：40～15：00

～今年も楽しいアトラクションが盛りだくさん！～
　講談「安政救民伝」　永楽斎富之丞（高 32 期）
　大好評の故郷の味覚、「なれずし」「金山寺味噌」「しらす」
　「アジの開き」は今年も販売します。
　「よっしゃ ! 我こそは !!」という方の飛び入り大歓迎です !!

２　場　　所
　アートホテル大阪ベイタワー４Ｆ（旧ホテル大阪ベイタワー）
　大阪市港区弁天 1-2-1（ORC200 内）℡ 06-6577-1111

３　会　費　9,000 円
４　締め切り　令和元年９月30日（月）  
５　問い合わせ・申し込み先　各期の幹事
　または 関西耐久会幹事長　宮崎裕子（高校31期）
　TEL 080-2434-6893   E-mail:mikannoheta68＠docomo.co.jp

関
西
耐
久
会

メールアドレス　shirai-t002@wakayama-c.ed. jp

ei-kobata@kbts.jp

総合ビルメンテナンス ・ 特定人材派遣

取締役会長
代表取締役
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関
東
耐
久
会
総
会
が
定
例
会
場

と
な
っ
て
お
り
ま
す
池
袋
の
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
に
て
5
月
26

日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
会

員
39
名
、
来
賓
で
笹
井
校
長
、
有

田
よ
り
大
西
同
窓
会
長
、
和
泉
有

田
会
長
、
和
歌
山
よ
り
西
会
長
、

関
西
よ
り
地
引
会
長
、
宮
﨑
幹
事

長
、
湯
浅
町
よ
り
楠
教
育
長
が
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎
年
受
付

時
間
前
に
先
輩
諸
氏
が
集
合
さ

れ
、
混
雑
を
し
ま
す
の
で
今
年
は

過
去
の
総
会
等
の
写
真
を
展
示
い

た
し
ま
し
た
。
漏
れ
て
く
る
声
は

「
わ
か
い
な
あ
」「
全
然
か
わ
ら
ん

な
あ
」「
あ
の
こ
ろ
は
…
…
」
で

し
た
。

　

総
会
は
、
校
歌
斉
唱
に
は
じ
ま

り
、
前
年
度
の
活
動
報
告
・
会
計

報
告
、
本
年
度
の
活
動
計
画
を
報

告
し
、
全
員
の
拍
手
で
無
事
終
了

い
た
し
ま
し
た
。
総
会
後
の
講
演

は
37
年
度
卒
業
の
寺
田
光
雄
埼
玉

大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
「
旧
西
ド

イ
ツ
は
近
隣
諸
国
と
の
関
係
改
善

に
ど
う
務
め
た
か
」
が
テ
ー
マ
で

昨
今
の
Ｅ
Ｕ
の
情
報
も
か
ら
め
て

話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
年
次
別
の
テ
ー

ブ
ル
席
の
設
定
に
し
て
い
ま
し
た

が
、
い
つ
の
ま
に
か
席
は
バ
ラ
バ

ラ
に
な
り
毎
度
の
こ
と
で
す
が
、

標
準
語
は
消
え
て
い
ま
し
た
。
途

中
で
は
司
会
よ
り
先
輩
諸
氏
に
無

茶
ぶ
り
で
マ
イ
ク
を
向
け
ま
し
た

が
快
く
近
況
等
の
話
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

関
東
耐
久
会
も
若
手
の
参
加
が

少
な
く
、（
50
年
代
が
3
名
で
す
）

こ
の
記
事
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
関

東
在
住
の
同
窓
の
お
知
り
合
い
が

お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
声
掛

け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

幹
事
長　

宮
井
義
和
（
高
25
期
）

　

延
々
と
毎
年
継
続
し
て
お
こ
な
っ
て
い
る

昭
和
29
年
卒
業
の
高
校
6
期
関
東
同
窓
会
を

桜
花
爛
漫
の
4
月
6
日
（
土
）
に
13
名
が
参

加
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
会
は
東
京
・
神

奈
川
・
千
葉
・
埼
玉
に
在
住
す
る
6
期
同
窓

生
の
集
会
で
す
が
、
今
年
は
何
処
か
ら
も
楽

に
集
合
で
き
る
よ
う
に
「
東
京
駅
で
会
い
ま

し
ょ
う
！
」
と
東

京
駅
構
内
で
実
施

す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

宴
会
は
東
京
駅

最
北
の
「
日
本
橋

口
」
に
あ
る
サ
ン

ピ
ア
タ
ワ
ー
27
階

の
「
天
空
」
で
お

こ
な
い
、
宴
会
場

か
ら
東
京
駅
全
景

が
眼
下
に
広
が
り

ま
さ
に
天
空
の
眺

望
で
し
た
。
宴
会

終
了
後
の
コ
ー
ヒ
ー
＆
ケ
ー
キ
タ
イ
ム
を
開

業
１
０
０
年
を
迎
え
た
赤
レ
ン
ガ
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
「
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ホ
テ
ル
」
で
ゆ
っ
く
り
談
笑
し
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

殊
に
当
会
の
15
名
の
メ
ン
バ
ー
は
7
回
目

の
亥
年
生
ま
れ
で
生
憎
高
齢
者
に
な
り
ま
し

た
が
、
ま
だ
一
人
も
逝
っ
た
人
が
な
く
、
多

少
変
調
が
あ
っ
て
も
逞
し
く
も
克
服
し
て
み

ん
な
元
気
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
同
窓
会

を
何
時
ま
で
も
継
続
し
て
開
催
し
て
い
き
、

お
互
い
の
元
気
を
貰
い
な
が
ら
、
壮
健
な
人

生
を
構
築
し
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。

幹
事　

中
村　

久
和

高校 6期３Ｅクラス会
　　　　　とき：2019 年 5 月 26 日
　　　　　場所：高よしパークホテル
　幹事さんからの手紙

耐久３Ｅクラス会　各位様

　集まれば、やっぱり楽しかった
３Ｅクラス会。

　老いたりと言えど我が血の温かく
　　　乗ってはみたしリニア幹線

　記念写真をお送りします。
　それでは お互いに健康長寿を
　祈りつつ

ＧＯＯＤ　ＬＵＣＫ。　

湯浅　俊　

高６期

関
東
耐
久
会
総
会
・
懇
親
会
開
催

関
東
耐
久
会

高
校
6
期
関
東
同
窓
会

株式会社　地域創生
取締役社長　三 角 　治（高25期）

〒643-0801 有田川町徳田183-16
TEL：0737-22-4950 　  
FAX：0737-22-4951 　 

E-mail：misumiosamu@aol.com

一般社団法人 絵本まちづくり協会
理事長　三 角 　治（高25期）

〒643-0801 有田川町徳田183-16
TEL：0737-22-3874 　
FAX：0737-22-4951 　

E-mail：sgsc@arida-net.ne.jp

母校への、ご理解とご支援を！

下　出　　優
（高･理数 2期･S48 卒）

下　出　　輝
（高 54 期）

柏　原　政夫美（高19期）
〒 643-0032 有田郡有田川町天満 60 ‒ 1

ＴＥＬ（0737）52－ 5235
ＦＡＸ（0737）52－ 5630
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傘
寿
を
も
す
ぎ
、
卒
業
時
１
３
２
名
の

同
級
生
は
今
は
も
う
半
数
の
65
名
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
諸
行
無
常
と
云
う
か
生
あ

る
も
の
別
れ
の
宿
命
と
云
わ
れ
て
も
、
こ

う
し
て
同
期
生
が
集
ま
る
と
一
番
想
い
出

の
深
い
高
校
時
代
の
友
は
と
て
も
愛
し

い
。

　

此
の
日
、
席
を
並
べ
心
寄
せ
合
っ
て
、

共
に
学
び
体
を
鍛
え
、
悩
み
を
語
り
励
ま

し
合
っ
た
今
は
亡
き
仲
間
に
、
参
加
者
一

同
心
ひ
と
つ
に
黙
祷
し
、
友
の
ご
冥
福
を

最
初
に
祈
っ
た
。

　

平
成
最
後
の
年
末
に
、
範
囲
を
小
さ
く

呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
20
名
（
女
子
14

名
）
の
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て
く
れ
た
。
京

都
、
大
阪
、
兵
庫
は
勿
論
、
東
京
、
倉
敷

か
ら
も
お
元
気
な
姿
で
駆
け
つ
け
て
く

れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

先
ず
、
阿
瀬
誠
一
郎
さ
ん
の
歓
迎
の
挨

拶
。
張
り
の
あ
る
声
で
参
加
し
て
く
れ
た

皆
さ
ん
へ
の
感
謝
と
今
日
集
ま
っ
た
意
義

に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。
次
に
乾
杯
の
音
頭

は
、
船
橋
か
ら
参
加
し
て
下
さ
っ
た
由
良

出
身
の
川
上
（
旧
姓
浜
上
）
裕
子
さ
ん
に

と
っ
て
も
ら
っ
て
会
が
始
ま
っ
た
。
地
元

の
新
鮮
な
食
材
と
み
か
ん
を
刳
（
く
）
り

抜
い
て
中
に
料
理
を
詰
め
込
む
等
、
工
夫

さ
れ
た
献
立
に
皆
大
喜
び
だ
っ
た
。

　

こ
こ
自
然
の
中
の
癒
や
し
の
小
宿
「
栖

原
温
泉
」
が
あ
る
湯
浅
町
栖
原
は
、
三
宝

柑
の
産
地
で
有
名
で
、
春
を
呼
ぶ
柑
橘
と

し
て
皇
居
に
献
上
さ
れ
た
と
云
う
。
又
、

近
く
の
施
無
畏
寺
は
、
京
都
高
山
寺
の
聖

僧
明
恵
上
人
が
修
養
し
た
場
所
で
あ
る
。

上
人
は
湯
浅
湾
の
苅
藻
（
か
る
も
）
島
で

拾
っ
た
石
を
生
涯
膝
元
に
置
い
て
原
稿
を

書
か
れ
た
と
い
う
逸
話
が
あ
り
、
そ
の
石

は
今
も
高
山
寺
に
保
存
さ
れ
宝
物
と
な
っ

て
い
る
。

　

ゆ
ら
の
さ
き　

し
ほ
ひ
に
け
ら
し

　

し
ら
か
み
の

　

い
そ
の
う
ら
み
を　

あ
へ
て
こ
ぐ
な
り

（
万
葉
集
巻
九
）

　

こ
れ
は
万
葉
人
が
白
上
の
磯
か
ら
由
良

へ
渡
る
時
に
詠
ま
れ
た
和
歌
で
あ
る
。

　

こ
の
地
栖
原
は
江
戸
か
ら
明
治
時
代
に

活
躍
さ
れ
た
人
が
多
く
、
栖
原
角
兵
衛
は

江
戸
で
木
材
や
炭
で
利
益
を
得
て
、
今
ロ

シ
ア
と
の
間
の
課
題
で
あ
る
北
方
領
土
、

樺
太
、
千
島
ま
で
進
出
、
鰊
（
に
し
ん
）

や
鮭
の
漁
獲
量
を
高
め
、
災
害
で
困
る
住

民
も
支
援
し
た
。
和
歌
山
に
も
肥
料
と
し

て
鰊
を
送
っ
て
き
て
有
名
で
あ
っ
た
。

又
、
須
原
屋
茂
兵
衛
は
江
戸
時
代
の
出
版

業
界
最
大
手
で
あ
り
、
杉
田
玄
白
の
「
解

体
新
書
」
や
平
賀
源
内
な
ど
蘭
学
者
の
書

物
を
支
店
に
出
さ
せ
話
題
に
な
っ
た
。

　

ま
た
当
時
か
ら
文
武
両
道
に
励
ん
で
い

た
と
い
う
昔
話
の
中
で
、
有
田
高
女
の
木

造
校
舎
二
階
の
講
堂
で
相
撲
部
の
全
国
優

勝
祝
賀
会
が
あ
っ
た
こ
と
、
上
野
寛
監
督

の
話
も
あ
っ
た
。
古
い
歴
史
の
里
で
顔
を

合
わ
せ
、
昔
話
や
近
況
を
語
る
時
間
は
半

日
で
あ
っ
て
も
、
明
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

な
る
と
喜
び
合
う
。

　

閉
会
の
辞
は
宮
原
の
夏
見
任
亘
さ
ん
に

お
願
い
し
た
。
１
０
０
歳
時
代
も
夢
で
は

な
い
。
「
昭
和
」
で
は
貧
困
に
耐
え
世
界

第
2
位
の
経
済
大
国
に
関
わ
っ
た
誇
り

と
、
「
平
成
」
で
は
災
害
多
く
、
神
戸
淡

路
大
震
災
、
東
北
の
大
津
波
が
あ
っ
た
私

た
ち
は
、
逆
境
に
負
け
ず
絆
を
強
め
復
興

に
力
を
成
せ
る
民
族
。
次
世
代
の
平
和
を

願
っ
て
、
そ
し
て
一
日
一
笑
の
気
持
ち
で

生
き
よ
う
と
結
ん
だ
。

蔵
野　

圭
一

情
報
ボ
ッ
ク
ス

組織強化支援事業
平成17年度より毎年
①卒業後4年を経過した学年
②50歳になられた学年
これら2学年を対象に同窓会開催を呼びかけ
支援（案内状に対する経費負担等）を行うも
ので、毎年大変喜ばれております。

次はあなた達の番です!

・高68期（平成28年3月卒業）
　　　　　　と
・高40期（昭和63年3月卒業）

　上記、期の幹事・世話人の方には今から計画・準備を
お願いします。すばらしい集会を演出して下さい。

高５期

「
新
し
い
世
代
へ
の
願
い
」
高
校
第
5
期
生
の
集
い

貸し出し用校章小旗と名札を用意しています。同期会の集いに、ご利用下さい。（事務局）

蔵  野  圭  一　（高 5期）
蔵  野  裕  之　（高 37 期）

蔵 野 製 材 ㈱
ホームセンタークラノ

湯浅町湯浅 2735－1
TEL 0737-63-1161　FAX 0737-63-1162

垣  内  欣  久（高 15期）
本　　店　湯浅町別所 342-1
TEL（0737）63-5855

和歌山店　和歌山市里 45-1
TEL（073）462-7003

醸造元

読売I.C.湯浅
池 辺 正 晴（高15期）
湯浅町港区2 8 9 4

TEL 63－2696  FAX 63－3517
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２
月
９
日
、
橘
家
に
お
い
て
耐
久
高

校
昭
和
62
年
卒
同
窓
会
が
、
１
４
３
名

の
参
加
の
も
と
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
よ

り
作
成
し
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
動
画
が
流

さ
れ
、
一
同
は
当
時
の
ひ
と
と
き
に
浸

り
ま
し
た
。
開
会
の
後
、
実
行
委
員
会

幹
事
長
、
鈴
間 

潔
氏
（
香
川
大
学
医

学
部
教
授
）
が
、
は
じ
め
の
挨
拶
を
行

い
ま
し
た
。
鈴
間
氏
は
、高
校
卒
業
後
、

京
都
大
学
医
学
部
に
進
学
さ
れ
、
日
赤

和
歌
山
病
院
や
長
崎
大
学
、
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
で
も
勤
務
さ
れ

ま
し
た
。
高
校
時
代
の

思
い
出
は
、
運
動
会
や

ロ
ン
グ
ハ
イ
キ
ン
グ
、

紀
三
井
寺
球
場
で
の
高

校
野
球
地
区
予
選
の
応
援
な
ど
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
物
故
者
に
対
す
る
黙
祷
を

行
い
ま
し
た
。
高
校
卒
業
後
、
２
人
の

恩
師
と
９
人
の
仲
間
が
彼
岸
に
旅
立
ち

ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
な
が
ら

参
加
者
全
員
で
黙
祷
を
行
い
ま
し
た
。

　

恩
師
の
先
生
が
３
人
出
席
し
て
く
だ

さ
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し

記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。
参
加
し

て
く
だ
さ
っ
た
先
生
は
、
竹
内
雅
昭
先

生
、
小
林
英
世
先
生
、
宮
本
英
輝
先
生

で
す
。
代
表
し
て
竹
内
雅
昭
先
生
に
ご

挨
拶
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生

は
、「
生
徒
集
会
を
始
め
ま
す
」
と
切

り
出
さ
れ
、
故
宮
地
先
生
の
書
か
れ
た

「
冬
来
た
り
な
ば
、
春
遠
か
ら
じ
」
と

耐
久
新
聞
の
記
事
を
お
話
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
表
紙

に
あ
る
「
耐
久
」
の
揮
毫
に
も
触
れ
ら

れ
、
歴
史
あ
る
耐
久
高
校
の
深
い
知
的

営
み
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

開
会
の
最
後
に
、実
行
委
員
会
会
長
、

中
平
孝
治
氏
が
乾
杯
の
挨
拶
を
執
り
行

い
ま
し
た
。「
乾
杯
」
の
声
の
後
、
宴

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
服
部
直
樹
氏
に
よ
る
ギ
タ

ー
伴
奏
で
、
校
歌
を
歌
い
ま
し
た
。
♪

東
雲
な
び
く
生
石
山
♪
と
会
場
中
に
響

き
渡
り
ま
し
た
。
卒
業
後
32
年
ぶ
り
に

歌
う
校
歌
は
格
別
で
、
と
て
も
清
々
し

い
も
の
で
し
た
。

　

閉
会
挨
拶
は
、実
行
委
員
会
副
会
長
、

橋
爪
正
文
で
し
た
。
参
加
し
て
く
だ
っ

た
す
べ
て
の
人
に
、
感
謝
の
言
葉
を
伝

え
ま
し
た
。

幹
事　

橋
爪
正
文

参
加
者
感
想

●
昨
日
は
ほ
ん
ま
楽
し
か
っ
た
。
一
人

で
行
っ
て
大
丈
夫
か
な
？
思
っ
た
け

ど
、
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
て
な
ん
か

ま
た
?!
笑
、
若
返
っ
た
わ
。
皆
、
元
気

そ
う
で
何
よ
り
で
し
た
。

　

幹
事
さ
ん
、す
ご
い
人
数
の
仕
切
り
、

あ
り
が
と
う
。
ほ
ん
ま
に
ま
た
の
機
会

が
楽
し
み
。

●
幹
事
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
懐
か
し
い
メ
ン
バ
ー
に
会
え

る
事
が
出
来
て
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
ま
た
い
ろ
ん
な

繋
が
り
が
増
え
て
楽
し
み
で
す
。
誰
？

っ
て
思
わ
れ
な
い
う
ち
に
次
回
お
願
い

し
ま
す
〜
。

　

お
写
真
も
た
く
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

●
昨
日
は
本
当
に
楽
し
か
っ
た
。
記
憶

と
老
眼
に
苦
し
み
ま
し
た
が
、
話
を
し

て
い
る
と
忘
れ
か
け
て
い
た
18
歳
の
楽

し
か
っ
た
時
代
が
本
当
に
あ
っ
た
ん
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。

　

鈴
間
幹
事
長
が
夏
の
紀
三
井
寺
予
選

を
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
仰
っ
て
頂
け

た
こ
と
、
そ
れ
だ
け
で
も
3
年
間
頑
張

っ
て
良
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

直
樹
始
め
幹
事
の
皆
様
、諸
先
生
方
、

会
場
提
供
し
て
頂
い
た
橘
家
様
、
そ
し

て
集
ま
っ
た
皆
様
に
感
謝
し
ま
す
。

●
昨
日
は
ホ
ン
マ
に
楽
し
か
っ
た
で

す
。
よ
く
ぞ
こ
の
大
人
数
が
集
ま
っ
た

と
思
い
ま
す
。
幹
事
の
皆
様
、
大
変
や

っ
た
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
帰
り
に
は
声
が
か
す
れ
て

喉
が
痛
か
っ
た
で
す
が
そ
れ
く
ら
い
楽

し
く
お
話
し
て
た
ん
だ
な
ぁ
と
。
ま
た

集
ま
る
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
参
加
し
た

い
で
す
。

●
素
晴
ら
し
い
同
窓
会
を
開
催
し
て
く

れ
た
幹
事
の
皆
さ
ま
の
熱
意
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
32
年
ぶ
り
に
た
く
さ
ん
の

同
級
生
と
再
会
で
き
た
こ
と
は
、
本
当

に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
た
く
さ
ん
話
し

て
、
笑
っ
て
、
み
ん
な
か
ら
た
く
さ
ん

パ
ワ
ー
も
ら
っ
て
、
ま
た
明
日
か
ら
頑

張
る
ぞ
〜
!!
っ
て
思
っ
て
ま
す
。
た
く

さ
ん
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
た
写
真
は
50
歳

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
ね
。
次
回
も
楽
し

み
で
す
。

高39期

組織強化支援活動

32
年
ぶ
り
の
再
会

　

昭
和
62
年
卒
同
窓
会

同窓会への問いかけ・ご提言は、何なりとお申し出下さい。（事務局）

ながたに歯科
医療法人 若葉会

長谷晋作（高33期）

湯浅町湯浅1456-8
休診日：木、土午後・日・祝日

TEL：0737-63-4182
ヨ イ ハ  ニ

太田久助吟製

〒641-0036 和歌山市西浜875－2  定休日（土・日・祝）

0120－54－8686
お問合せ受付時間11：00～18：00
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耐
久
高
校
書
道
部
は
、
３

年
生
６
名
、
２
年
生
３
名
、

１
年
生
１
名
の
合
計
10
名
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
主
な
活

動
と
し
て
、
耐
久
高
校
文
化

祭
で
の
展
示
や
、
県
高
等
学

校
総
合
文
化
祭
で
の
合
同
作

品
の
展
示
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
基
本
的
に
は
一
人
ひ
と
り

が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
作
品
に
取
り

組
ん
で
い
る
書
道
部
で
す
が
、
合

同
作
品
を
制
作
す
る
際
に
は
、
全

員
が
協
力
し
て
一
つ
の
大
き
な
作

品
を
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
近
畿
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
と
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
の
県
代
表
選
考
会
に
も
毎

年
出
品
し
て
お
り
、
今
年
度
は
３

年
生
１
名
が
和
歌
山
県
代
表
に
選

ば
れ
、
11
月
に
行
わ
れ
る
近
畿
高

等
学
校
学
校
総
合
文
化
祭
京
都
大

会
に
出
品
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
毎
年
夏
休
み
に
は
２
泊

３
日
の
書
道
合
宿
も
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
合
宿
は
、
県
内
の
書
道

部
員
が
一
堂
に
会
し
、
個
人
で
の

練
習
は
も
ち
ろ
ん
、
他
校
の
部
員

と
の
交
流
や
作
品
の
批
評
会
な
ど

も
行
う
大
き
な
行
事
で
す
。
昨
年

度
は
高
野
山
、
今
年
度
は
白
浜
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
普
段
な
か
な

か
会
う
こ
と
の
で
き
な
い
他
校
の

生
徒
た
ち
と
交
流
し
、
切
磋
琢
磨

で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
書
道
部
は
、
文
化
祭
に
向

け
て
の
作
品
を
製
作
中
で
す
。
１
・

２
年
生
が
中
心
と
な
り
、
人
数
が

少
な
い
な
が
ら
も
、
心
に
残
る
展

示
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
部
員
た

ち
が
全
力
で
取
り
組
ん
だ
作
品
ば

か
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
皆
さ
ま
お
越
し
く
だ
さ
い
。

顧
問　

花
本　

麻
冬

　

令
和
元
年
の
夏
、
冷
夏
か
と
思
い
き
や
こ

の
と
こ
ろ
猛
暑
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

元
号
と
い
え
ば
、
明
治
の
一
世
一
元
の
制

以
前
は
、
年
ご
と
に
目
ま
ぐ
る
し
く
入
れ
替

わ
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
梧
陵
翁
は
、
文
政

に
生
ま
れ
、
天
保
、
弘
化
、
嘉
永
、
安
政
、

万
延
、
文
久
、
元
治
、
慶
応
、
そ
し
て
明
治

と
十
代
、
激
動
の
時
代
を
生
き
抜
き
ま
し
た
。

　

濱
口
梧
陵
生
誕
２
０
０
年
記
念
特
集
（
そ

の
三
）
は
、
清
水
勲
先
生
に
執
筆
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
地
震
・
津
波
防
災
の
継
承
と

創
造
」
と
題
し
て
、
過
去
の
災
害
の
歴
史
に

学
び
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
の
大
切
さ
を

説
か
れ
て
い
ま
す
。

　

関
西
耐
久
会
は
、
令
和
特
別
企
画
「
濱
口

梧
陵
を
訪
ね
て
」
を
開
催
。
大
阪
・
兵
庫
な

ど
か
ら
32
名
が
湯
浅
駅
に
集
合
し
「
稲
む
ら

の
火
の
館
」「
耐
久
社
」「
湯
浅
伝
建
地
区
」

を
見
学
し
ま
し
た
。
関
東
耐
久
会
は
39
名
の

参
加
で
総
会
と
懇
親
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
は
、
85
歳
を
迎
え
ら
れ
た
高
５
期

が
20
名
、
高
６
期
が
15
名
の
参
加
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
に
頑
張
っ

て
下
さ
い
。
高
39
期
は
、
１
４
３
名
の
盛
会
。

働
き
盛
り
の
50
歳
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

坂　

本　

康　

寛

（
高
18
期
）

・
夜
八
時
笑
顔
が
集
う
公
民
館

　
　
　
　
　
　

ピ
ア
ノ
の
周
り
に
歌
の
花
咲
く

・
水
鳥
の
群
よ
り
離
る
一
羽
あ
り

　
　
　
　
　
　

足
に
か
ら
ま
る
ビ
ニ
ー
ル
の
ヒ
モ

池　

永　

義　

子

（
高
21
期
）

・
青
春
の
想
い
出
映
す
な
ぎ
の
海

守　

法　

静　

子

（
高
29
期
）

・
Ｅ
メ
ー
ル
着
い
た
か
ど
う
か
電
話
す
る

西　

井　

裕　

子

（
高
40
期
）

・
カ
ニ
食
え
ば
手
が
出
る
腹
出
る
足
も
出
る

栖　

原　

信　

子

（
高
41
期
）

『
編
集
後
記
』

　

平
成
か
ら
令
和
に
変
わ
っ
て
四
ヶ
月
。
時
間
の
経

過
と
と
も
に
「
平
成
」
が
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。

　

あ
る
新
聞
に
「
あ
な
た
の
平
成
」
を
テ
ー
マ
に
「
得

た
も
の
と
失
っ
た
も
の
」
の
世
論
調
査
結
果
が
掲
載

さ
れ
て
い
た
。
得
た
も
の
で
は
、
ト
ッ
プ
に
「
家
族
」、

続
い
て
「
I
T
・
通
信
技
術
」「
便
利
さ
」
と
続
い
た
。

逆
に
失
っ
た
も
の
と
し
て
は
、一
番
目
は
同
じ
く
「
家

族
」、
続
い
て
「
心
」、
三
番
目
に
は
「
つ
な
が
り
」

と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

　

令
和
の
時
代
に
は
、
果
た
し
て
ど
う
変
化
し

て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
た
ぶ
ん
「
A
I
」
が

世
界
を
席
巻
し
、
予
想
を
遥
か
に
超
え
て
私

た
ち
の
生
活
の
隅
々
に
ま
で
進
出
し
て
い
る

に
違
い
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
以
上
に

「
心
」
や
「
つ
な
が
り
」
が
大
切
に
さ
れ

る
世
の
中
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
本
当
の
意
味
で
「
豊

か
で
幸
せ
な
共
生
社
会
」
は
実
現
さ
れ
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
の
だ
が
…
。

 
訃　

報

　

有
田
高
女
同
窓
会
長
、
本
部
同
窓
会
役
員
と

し
て
永
き
に
わ
た
り
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
伏
木

富
紀
子
様
（
高
女
22
期
）
が
今
春
三
月
三
十
日
に

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
元
年
生
ま
れ
の
享
年

九
十
三
歳
で
し
た
。

　

こ
よ
な
く
母
校
を
愛
し
、
特
に
「
有
田
高
女
」

の
生
き
字
引
の
よ
う
な
方
で
し
た
。
第
四
十
号
の

特
集
「
有
田
高
女
」
で
は
歩
み
や
思
い
出
を
熱
心

に
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

絆 絆 
書　
道　
部　
の　
巻

部活OB・OGたちの 
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